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Synopsis

 Artificial ponds have been an integral part of irrigation facilities for paddy fields in Japan. However, with rapid 

industrialization in the post-war era, a lot of former irrigation ponds were abandoned, especially in urbanized areas, 

transforming themselves into dirty garbage dumps. From the 1980s, however, irrigation ponds remaining in urban areas 

started to be considered as important amenities which provide people with water-related recreation, leisure, and landscape. 

This paper tries to identify problems that confront a grass-roots activity to conserve an abandoned reservoir in an urban 

area. Aoike-pond in west Nara City was formerly utilized and maintained by a nearby rural community, but is now left 

unused and surrounded by houses and apartment buildings. The pond is now owned by the Nara municipal government, 

which regards it as a mere site for building public facilities. A group of neighborhood people launched a campaign to 

conserve the pond from 2003, besides organizing various events to promote the pond as a place to learn biodiversity as 

well as local history. The campaign encountered major obstacles, mainly in three different domains, namely, bureaucracy of 

municipal government, internal feud within the group, and lack of understanding among neighborhood communities. This 

case seems to represent a serious challenge of how to manage natural resources without any long-established community 

basis. One possible solution may be to create partnerships among existing organizations, including neighborhood associations, 

local government and the water user's association that formerly used the pond.
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1.は じ め に

農業用ため池は古来か ら日本のかんがい稲作の

なかで重要な役割 をはた して きた。現在で もかん

がい用水 をため池のみにたよっている水 田はす く

なくない。大規模農業用水が普及 している地域で

も,依 然 としてため池が中間貯留池や補助水源 と

しての役 割 を もってい る と ころ もあ る(内 田

2003:219)。 このようにため池は現在で も水田稲

作のかんがい方式の重要な一角 をしめている と

いって よい。 しか し一般的な傾向 としては,水 田

農業そのものの衰退 と農村部の宅地化があいまっ

て,お お くのかんがい用ため池が利用価値 をうし

ないつつある。 とくに都市化地域に残存するため

池は,う めたてられほかの用途 に転用 されるか,

もしくは放置 されてなかば ゴミすて場 の ように
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なっているところもす くな くない。

他方で,1980年 代以降,こ うしたため池 を保

全 しつつ農業以外の用途に利用 しようとい う機運

がたか まってきた。たとえば都市部 に残存す る貴

重な湿地 ビオ トープとして,レ クリエーションの

場 として,環 境教育の場 として,地 域住民の結節

点 と して,さ まざまな役割が期待 される ように

なったのである。多額の公的資金がつ ぎこまれて

親水空間のある都市公園 として再生 したケース も

い くつかみ られる。 しか しながら,大 部分のため

池は放置 されて うめたて られるのをまつのみであ

る。た とえそれを保全 したほうが よい と地元住民

の大半がかんがえていた としても,す でに農業用

としては使用 され なくなったため池については,

以前は農村共同体 によって管理 されて きた池 を今

度はいったい誰が 日常的に管理するのか,と い う

解決困難 な課題に直面せ ざるをえない。

そこで本論文では,現 在で も都市部のなかにお

お くのため池がの こされている奈良市の池(「 蒼

池(あ おいけ)」)を 事例 として,都 市化地域 に残

存 した元農業用ため池の現状,そ の保全活動の実

態,自 治体 の対応 などを検討 してみたい。これ ま

で都市部 に残存す る現役の農業用ため池の保全活

動 につ いて の研 究(た とえば池 上1996;池 上

2000)や,す でに都市公園化 されたため池の事例

研 究(た とえば藤居1999)は お こなわれて きた

が,本 研究の事例 は,農 業用 としてつかわれなく

なり長期間放置 されてきたため池をあえて保存 し

ようといううごきとして,興 味ふかい事例を提供

しているようにおもわれる。

本論文で とりあげる蒼池 は奈良市西部の学園前

地区にある。古来 より水田をうるお してきたため

池だが,戦 後宅地開発がすすみ,農 業用ため池 と

しての利用価値 もなくなって,現 在 は水がぬかれ

た まま放置 され草がおい しげる湿原 となってい

る。2003年 に学 園前 の住民有志が 「蒼池 を美 し

くす る会」を結成 し,こ の歴史ある池 を 「水 と緑

を生か した 自然型公園(ビ オ トープ)」 として よ

みがえ らせ ることを 目的に2008年 ころまで活動

してきた。

学園前周辺 は,住 民のほとん どが宅地開発後に

移住 して きたいわ ば 「よそ者」 のあつ ま りであ

り,典 型的な都市化地域 といって よい。そ うした

コミュニテ ィ的基盤のない都市社会で ,た め池の

保全 をめ ぐって どの ような動 きがあったのか,そ

れ を本論文で はまず跡づ けてみたい。その うえ

で,完 全 に都市化 された環境に とりの こされたた

め池 を保全管理 してい く場合に直面する課題 につ

いて,主 として社会学的な見地か ら考察 してみた

い0

2.予 備 的考察:都 市化 地域 にお けるため池の

役割

日本のため池はもともと水田かんがいのために

つ くられて きた ものである。ため池 をかんがいの

ためには利用 しな くなった場合 に,そ れは地域社

会 にとって どの ような意義 をもち うるのだろ う

か。ここでは,内 田(2003)に よりなが ら,と く

に都市化地域 におけるため池の現代的役割につい

て考察 してみたい。

内田(2003:217-28)は,た め池 のお もな機 能

をみっつ(な い しよっつ)に 分類 したうえで,そ

れぞれの項 目について詳細に検討 している(表1

参照)。

利水機能 とは,こ こでは稲,魚 など食料生産に

かかわる機能の ことである。ため池 はおそ らく日

本に稲作がつたわった当時か らある もっ ともふる

いかんがい方式のひとつであ り,河 川かんがいの

普及 した現在で も水 田稲作 の欠かせ ない一部 と

表1:現 代におけるため池の機能

機能の種類 具体的役割

利水機能 農業用水供給,食 料生産 養魚

自然環境保全 地下水かん養 水質浄化,気 候緩和,生 態系保全
環境保全機能

防災 洪水調節,防 火用水 ・生活用水

親水灘 李灘'蔓 凝 イ羅 .薮吝蕩 ション空間形成 コミュニ

出典:内 田(2003:218)の 図11-1を も と に筆 者 作 成 。
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な ってい る。ため池の魚や水 生植物(ヒ シ,ハ

ス,ジ ュンサ イなど)は また,貴 重 な副食源 とし

て農村住民に利用 されて きた。ため池では,農 家

の副業 として観賞用の金魚や錦鯉,食 用の鯉 など

を飼育す ることもで きた。

次の環境保全機能は,こ こでは自然環境保全 と

防災の機能に大別 されている。 自然環境保全の具

体例 として第一にあげられているのは,地 下水 の

かん養ならびに水質浄化の機能である。ため池は

池底か ら浸透する水 によって周辺の地下水量お よ

び水質の保持 に寄与 している。 また貯留する水 に

関 して も,た め池 は(池 の規模や水収支 など条件

にもよるが)窒 素除去 な どの水 質浄化機 能を も

つ。「気候緩和」 とは,た め池の水 に よって周辺

の気温や湿度が安定化する機能である。ため池は

また水生の動植物や鳥類 など野生生物の生息の場

となっている。 とくに都市化がすすむ地域におい

ては,の こされた貴重 な湿地 ビオ トープとして積

極 的に保全 していこうとす るうごきが各地でみ ら

れる。

防災機能 としてまずあげられるのは,た め池の

洪水調整機能である。ため池は大量の降雨時に雨

水 をため,水 の流出を緩和する。 とくにため池の

集水域 ・排水域が都市化 している地域では,行 政

がため池 を改修 して洪水調整機能をたかめる事例

が各地でみ られる。 またため池の水 は,非 常時の

防火用水や生活用水 の供給源 として活用すること

が可能である。

最後の親水機能は多岐にわたっている。水辺景

観 ・アメニティ形成 とは,た め池がつ くりだす水

辺の景観が居住者 にとっで快適 さ,心 地 よさをも

た らすことをさしている。とくに都市化地域 にお

いては,残 存するため池を積極的に公園整備 など

に利用す ることがはや くか らおこなわれてきた。

そ うして整備 されたため池の周辺は散策やジ ョギ

ングの場 となっているほか,水 面を利用 してボー

トや水上スポーッがおこなわれる場合 もある(レ

クリエー シ ョン空間形成)。 ため池はふる くか ら

村のまつ りなどがお こなわれた場であるが,現 代

においても池の管理,清 掃 その他のイベ ン トな

どをとお して,と くに農業者 と非農業者の交流の

場を提供 している。 この コミュニティ形成の機能

については,の ちに蒼池の事例 を検討す るなかで

もふれてい きたい。最後に,た め池(と くに年代

のふ るいもの)は それ自身が貴重な文化遺産であ

り,地 域 の自然環境 や歴史をまなぶための学習 ・

教育の場 として も有用である。

以上みて きた ように,た め池の本来の役割であ

る 「利水機能」をのぞけば 「環境保全機能」「親

水機能」のいずれ もとくに現代の都市部で重要な

意義 をもつ ものである。 しか しその意義 というの

は,周 辺の都市住民がため池のそ うした価値 を認

識 して こそ意味を もつ ものである。 とりわけ 「親

水機能」 に分類 されている諸項 目に関 しては非常

に主観的な性格のつ よい ものであって,そ うした

ことに価値をみいだ さない人間にとっては,た め

池 は何の意味 ももた ない と もい える。 また内田

(2003)の 議論で はあ ま りふ れ られていないが,

こうした諸機能がたがいに衝突する,と い う局面

もあ りうる。ある機能を優先すれば別の機能が犠

牲になる,と い うことも十分おこ りうるか らであ

る。以下では,こ うした機能論の限界 を念頭 にお

きつつ,具 体的事例 を検討 したい。

次に,蒼 池の保全活動の検討 にはいる前に,そ

の地理的 ・歴史的背景 についてみてみたい。

3.蒼 池周辺の地理的 ・歴史的背景

(1)蒼 池の位置 と概要

蒼池は奈良市の近鉄学園前駅の北東約500mに

位置する,住 宅地のなかにとりの こされたもと水

田かんがい用のため池である(図1,図2参 照)。

池の標高は125～130mで,地 形的には奈 良盆地

北西部の西ノ京丘陵に位置 し,秋 篠川支流の朝 日

川源流部の谷 をせ きとめてつ くられている。奈良

盆地のため池については,標 高40～80m付 近で

は平地 に河川水 を流入 させたい わゆる 「皿池」,

標 高100m付 近では山間の谷 をせ きとめてつ くっ

たいわゆる 「谷池」がお もに分布 している(宮 本

1994:101)。 蒼池 は,典 型的な谷池であるとかん

がえ られる。

蒼池の水 はながらく近隣の中山町水利組合の管

理下 にある農業用水 として使用 されて きたが,都

市化の進展 とともにかんがい用水 としての重要性

が うすれ,1990年 に池の水 利権 が奈良市 に移転

(後述)し て以 降は,市 が池の管理 をしてい る。

その後た まっていた水 をぬ き,2003年 にはその

敷地の一部 に五階だてのマ ンシ ョンが建 設 され

た。 もと もと12,300㎡ の面積 をもつ池1)で あっ

た が,マ ン シ ョン建 設後 もまだ堰 堤 をふ くみ
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10,000rゴちか くのひろさが湿地 ・緑地 としての こ

されている。湧水お よび周囲からの生活排水や降

雨時の流入水 を水源 とし,堰 堤下の水 門は解放 さ

れて常時水が放出されているものの,一 定程度の

水が常に池底 にたまっている状態にある。湿地に

はキショウブが群生 してお り,初 夏 にうつ くしい

花 をさかせる。道 に面 している部分 にはフェンス

がは りめ ぐらされていて,い りぐちは施錠 されて

いる。年 に2回,奈 良市による草刈 り作業が,池

の内部の堰堤 の法面部分 を中心 に実施 されてい

る。

(2)宅 地開発以前の蒼池および その周辺の歴史

奈良県耕地課が所蔵す るため池台帳によれば,

蒼池は室町時代 末期の1504年 に築造 された。た

だそれ以前に も存在 していた らしい証拠 もみられ

る。た とえば8世 紀の古絵図に基づいてかかれた

鎌倉時代の絵図 「大和国添下郡京北班田図(西 大

寺所蔵)」 に蒼 池 らしきものがえがかれてい る。

大規模 な築堤がおこなわれたのが室町時代であっ

た としても,そ れ以前か ら小規模な複数の池が こ

の地 に存在 していた可能性 はおおいにある。

蒼池はす くなくとも江戸期には,中 山村の管理

下にあった とお もわれる。 中山村は明治時代 には

い ると平城村 の一部 となった。20世 紀初頭 に奈

良県の委嘱によりお こなわれた大和川水系のため

池調査によると,平 城村の水 田のすべてがため池

か んが いに依存 していた こ とがわか る(表2)。

図1蒼 池の位置

一 一 な柵Rザ 【騨

鎌 舞纏;;1

瀬 黙撫瀧壽
出典:国 土地理院2万5千 分の1地 図 「奈良』 よ り作成(地 図閲覧サ ービス 「ウォッちず」 を2012年11月 に閲覧 した ものに

よる)。
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以下の表2は 当時の生駒郡 に属するよっつの村の

水 田面積,た め池かんがい面積,た め池数などを

あ らわ した ものである。これをみると丘陵部 に位

置す る平城村,富 雄村,矢 田村 には多数のため池

があ り,そ の大部分は名 もないちいさな池であっ

たことがわかる。それに対 して平野部に位置 し典

型的な皿池地域 である筒井村(現 大和郡山市)で

は,少 数の大規模 な池のみが村の水田をうるお し

ていたことがわかる。

(3)学 園前の宅地開発 とため池の変貌

現在の学園前北部は,戦 前 まで赤松 の疎林か ら

な るしず かな里 山であった(図2)。1914年(大

正3年)4月 に大阪電気軌道(現 近鉄)の 奈良一

大阪上六間が開通す る。1942(昭 和17)年 に現

在の学園前駅南 口に私立帝塚 山中学校 が移転 し,

それにあわせて同年,学 園前駅が開設 される。状

況が一変 したのは,戦 後大規模 な宅地開発が はじ

まってからである。蒼池が位置する学園前駅北住

宅地 は,近 鉄 に よって1955～1962(昭 和30～

37)年 にか けて開発 された。それ以降わずか10

年ほ どのあいだに広大 な面積 の丘陵が開発 され,

現在の学園前住宅地のわ くぐみがほぼできあがっ

た(住 井編1975:11,19,36)。

そうしたなかでかつてかんがい用 につかわれて

いたため池のい くつかが,宅 地のなかにとりのこ

されてい った。お もな もの と して大渕池,菖 蒲

(あ やめ)池,蛙 股 池 などが ある(図1,図2)。

18世 紀初頭 に完成 した大渕池 とその周辺は奈良

県 によ り都市公 園 として整備 され た(1972年 に

事業着手,1984年 完成,1997年 よ り拡大整備)(住

井編1975:29-30)。 菖蒲池周辺 には大阪電気軌道

(現近鉄)が1926年 に遊園地 を開設 し,2004年

に閉園す るまで大阪 ・奈良住民の娯楽施設 として

利用 されて きた。 ところが蒼池 については,1960

年代 に奈良市がそこをとおる道路を計画 したが実

現せず,ま たおな じころにちか くの団地か らの生

活用水が直接蒼池 に流入 する ようにな り,1970

年代 なかばには悪臭源 として池の処分が問題 とさ

れていた(住 井編1975:58)。

4.「 蒼 池 を美 しくす る会」 の活動

(1)会の具体的活動 とその成果

「蒼池 を美 しくす る会」 は,蒼 池 を都市の貴重

なビオ トープとして保全 し,自 然型公園にするこ

とを 目的 と して,池 のちか くにす んでいた筆者

(濱)を 中心 に2003年10月 に設立 された。設立

の きっかけ となったの は,2002年 か ら2003年 に

かけて蒼池の一部が うめたて られマンシ ョンが建

設 されたことである。

蒼池 には もともと,1960年 代半 ばに,池 を横

断する都市計画道路(平 城学園前線)が 計画され

ていた。1990年 には,奈 良市が将 来の公共 施設

建設のため として,池 を管理 していた中山町水利

組合へ水利補償費など(14.6億 円)を しはらって

水利権 をゆず りうけた。 しか し市は財政難で具体

的な用途 をきめかねていた。1997年 か ら99年 に

かけて,都 市計画道路 の用地取得のため として,

池の一部が分筆 されて民有地 と交換 された。分筆

され た池内の土地が転売 されたあ と,上 記 マ ン

ションの建設用地 となったのである2)。

「蒼池 を美 しくす る会 」 は,こ う した うめた

て ・転用 をふせいで,歴 史ある蒼池 を水 と緑 をい

か した ビオ トープとして よみがえらせ,市 民のい

こいの場 とすることを目的に活動 して きた。具体

的な活動 としては,月 に一回の池の掃除 季節 ご

との観察会やイベン ト(竹 やクズを使った工作な

ど),会 報 の発行,地 域 の歴 史 に関す る リー フ

レッ トの発行 などを2004年 か ら2007年 まで精力

的 にお こなって きた(表3)。 会員 のおお くは,

蒼池(学 園前)の 近隣の住民や,自 然観察会 など

表2:20世 紀初頭の生駒郡におけるため池かんがい

全畑 面積(町)う ち讐 砦欝 がい ため池の数 うち名称のな剛 也の数 畑1器 畿餅 りの

平 城 村329329(100%)354336(94.9%)1.08

富 雄 村479479(100%)1,1871,164(98.1%)2.48

矢 田村344294(85.5%)368357(97%)1.07

筒 井 村199199(100%)120(0%)0.06

出 典:奈 良 県 農 会(1906:4,5,19)。
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イベ ン トに参加 して興味 をもった人々であった。

会員 数は,結 成 してま もない2004年7月 時点で

は約30名 ほどであったが,そ の後2008年1月 時

点で70名 ほ どまで に増加 していた3)。 この うち

お よそ半数は地元の学 園朝 日町 もしくはその周

辺,つ まり蒼池 まであるいて くることので きる範

囲内にすむ人々であった。以下,具 体的な活動内

容について くわ しくみてみよう。

会が最初 にとりくんだのは池の清掃である。表

3に は記載 していないが,会 は原則 として毎月1

回のペースで池のなかに放置 されている空 き缶な

どのゴミの除去をおこなって きた。清掃 は,じ つ

は会 の設立以前(2002年 末 もしくは2003年 初頭

ころ)か ら(阪 神大震災がおこった1月17日 に

ちなんで毎月17日 に)地 元住民有志によってお

こなわれていた ものである。当初は池がゴミすて

場のようになってお り,自 転車やバ イクなどがひ

きあげられたこともあるし,家 庭 ゴミがゴミ袋 ご

とそのまますて られていることもあった。「美 し

くす る会」の設立後は,そ うしたボランティアの

清掃活動への参加 を会 をとお して よびかけるよう

になった。一回の清掃 にあつ まる人数はおお くて

も5名 てい どであったが,清 掃 をくりかえすこと

によりだんだん とゴミの投棄量 もへ ってい き,と

くに自然観察会などのイベン トをおこなうように

なってからは,そ の前 日や当 日の朝 に会員が清掃

図2:20世 紀初頭の蒼池周辺

難
出典:大 日本帝 国陸地測量部 ・二万分の一地図 「西大寺」(明 治41年 〔1908年〕測量)よ り作成。

注:図 示 されてい る範囲 は図1に ほぼお な じ。
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表3:蒼 池 を 美 し く す る 会 の 活 動 内 容

西暦 主催 のイベン トな ど 奈良市へ の働 きかけな ど

3月:生 物 学者に よる講演会3月:大 川市長に面談、蒼池の保全 をもとめる要望書提出

4月:都 市 ビオ トープに関する講演会3月:あ やめ池遊 園地跡地利用 問題 な らびに蒼池 の保全 に関 して

他団体 と共同ア ピール*

5月:奈 良盆地の水利 に関する講演会6月:市 企画課長 と面会

5月:自 然 観察会7月:大 川市長 にあてた蒼池 の保 全に関す る提言 と要望 を市企 画

20047月:自 然 観察会、生物標 本つ くり 課 管゚財 課へ提出

8月:奈 良市長選 立候 補予定者へ公 開 アンケー ト(未 来 なら市 民

ネ ッ トワーク として)

9月:蒼 池～あやめ池 自然観 察*11月:蒼 池 ・あやめ池 などのため池保全 の具体化 を もとめる鍵 田

新市長 あての要望書提 出*

10月:地 元公民館の文化祭で蒼池 とあや め池 をテーマ に展示12月:鍵 田市長 に会見 し、 ため池保全 を推進す るよう もとめ る

1月:自 然 観察会(生 き物の冬 越 し)*

1月:「 地域 の歴史 と自然 を考 える:ど うする?あ お池 あやめ池」

と題 して大 阪ガス学園前 コミュニテ ィースペ ースにて展示*

4月:地 元 公民館 での展示 と人形民話イベ ン ト*

4月:自 然 観察会

4月:ア ースデ イ(な らコープ主催)に 参加 しパネル展示

5月:の こ されたため池をめ ぐる地域歴史散策イベ ン ト*

20055月:自 然 観察会(野 鳥 と植物 の観察 ・ヨシ を使 った遊び等)

6月:「 身近 な水環境 を調べ よう」全 国一斉調査 の一環 で蒼池 ・あ7月:奈 良市長選挙 にあた り市長候 補 をまねいて討論会(未 来な

やめ池 ・蛙股池な どの水 質調査*ら 市民ネ ッ トワーク主催)

9月:自 然 観察会8月:藤 原新市長 と面会、蒼池保全の要望書提出*

10月:キ シ ョウブの根 による草木ぞ め実験9月:市 長への要望書を全市会議員に配布

11月:「 科 学の祭典」(奈 良教育大)で 蒼池のパ ネル展示

11月:自 然 と歴 史探訪 イベ ン ト:磐 船街道 をゆ く

12月:蒼 池観察会 と池の清掃

1月:自 然 観察会

1月:「 どうす る?あ お池 あや め池」 第2回 展示会(大 阪ガス学 園

前 コミュニテ イースペース)

2月:「 きん き環境館 タウン ミーテ ィングin奈 良」 にてパ ネル展2月:奈 良市へ要望書提出

示(奈 良市生涯学習セ ンター)

4月:春 の 自然観察会3月:藤 原市長 と面 談、市民企画事業 へ応募す る よううなが され

6月:学 園朝 日町の公民館 でパネル展示 と人形劇 る

20066月:「 身近 な水環境の全 国一斉調査」 に参加 ・

7月:2006年 度 ならコープ環境保 全活動助成 を うける7月:市 民企画事業に応募

8月:蒼 池観察会

8月:池 の内部 と周辺住 宅地の気温調査10月:市 民企画事業 のプレゼ ンテーシ ョン

9月:自 然 観察会(秋 の虫)11月:市 企画部 よ り企画事業 につい ての不採用結果説明

10月:あ やめ池連合 自治会 によるた め池 めぐ りに協力12月:市 教育委員会 、学校教育課へ次 回自然観察会へ の協力依頼

10月:池 の清掃後、池内の クズ をつか ったカゴ編み講習会

1月:自 然 観察会(冬 の蒼池)

1月:「 残そ う1蒼 池 ・あやめ池」展示会(大 阪ガスコ ミュニティー

スペース)

2月:「 秋篠の里 歴 史散策 ガイ ド」 リーフレッ ト完成

4月:親 子 で タケノコ掘 り体験

4月:春 のため池め ぐり:奈 良大か ら蒼池 まで6kmを 散策

4月:ア ースデー(な らコープ主催)に 参加
20075月

:2006年 度な らコー プの環境保全活動助 成 をうけた 団体 と し5月:奈 良市役所で 「蒼池展」 を開催

て報 告会に出席

6月:イ ベ ン ト 「竹をつかって工作 しよう」6月:市 の 「まちづ くり活動市民グループ」 として認定 される

6月:自 然 観察会(夏 の生 き物)7月:市 民企画事業に応募

9月:地 元 公民館 にて蒼池討論 会7月:事 業応 募 をうけて地元 自治会長ヘア ンケー ト調査実施

11月:蒼 池の清掃 と観察会11月:市 民企画事業 に採択決定

12月:蒼 池の清掃 と観察会11月:市 民参画課 ・公 園緑地課 ・管財課 と事業 に関す る協議

出典:「 あお池だ より」1号 ～12号 より筆者作 成。

注:*は 他 の市民 団体(あ やめ池の自然 と歴 史 をいかす会、あやめ池遊園地跡地利用問題対策委員会、秋篠川源流 を愛 し育 てる会 、未 来な ら市

民 ネ ッ トワー クなど)と の共 催 としてお こなわれたイベ ン トもし くは共 同でおこなった こと。 イベ ン トに関 しては文書 などで共催(ま た
は後援)し た と判 明 している もののみに記号 をつけた。



66鶴 田 格 ・濱 朝子

をした りして,ま すます きれいになっていった。

表3に あるように,会 はまた清掃以外の さまざ

まなイベ ン トをおこなってきた。なかでも自然観

察会や工作 な どの池の 自然 とふれあ うイベ ン ト

は,市 民 と専門家(大 学講師や日本野鳥の会会員

など)が 協力 して町のビオ トープを保全 してい く

た め に有 効 な活動 と して注 目され る。会 で は

2003年 か ら2008年 にい たるまでにのべ20回 ち

か くにわたる自然観察会やそのほかのイベ ン トを

開催 し,そ こでは毎回子供 をふ くむ10～20名 程

度(お おい時は40名 てい ど)の 人々が参加 して

きた。季節ごとに年3～4回 おこなわれた 自然観

察会では,生 き物の専門家 をまねいてため池の草

花,虫,鳥 などを観察 ・同定 して きた。それ以外

にも蒼 池 とその周 辺にある植物 をつかった工作

(クズ をつか った カゴづ くりや竹細工 な ど)や,

キシ ョウブをつかった草木染め実験 などの多様な

イベ ン トをおこなってきた。 こうして誰 もが気軽

に参加できるイベ ン トとしての工夫が されてきた

のである。また画家である筆者(濱)の 特技 をい

か して,池 にはえているヨシを利用 した 「アシペ

ン ・スケッチ会」 などのユニークなイベ ン トも開

催 して きた。

自然観察会の成果のひとつは,蒼 池で生息する

生物 の種類 を特定 した ことであ る。次の表4は,

蒼池 を美 しくする会の自然観察会で観察 された生

物の一覧表 である(2004年7月4日 に観察 され

た ものを中心 に,一 部のちに追加)。 この リス ト

は,せ まい空間のなかに非常に多様 な生物種が存

在 していることを しめ してお り,住 民にとっての

蒼池の価値 をはかるうえでも貴重な資料 となって

いる。完全 にまわ りを宅地にかこまれたなかで,

今でもゆたかな生物相 にふれることができる空間

であることを しめ しているか らである。ただ観察

された もののほ とんどはあ りふれた生物種(と く

に植物においては荒地 などで繁茂す る外来種がめ

だつ)で,奈 良県や環境省か ら絶滅危惧種 もしく

は希少種 に指定 されているものはひとつ もない。

なおこのリス トにはないが,ア メリカザ リガニの

生息が確認 されてお り,ま た タヌキやカメ(種 は

同定 されていない)の 死骸がみつかったこともあ

る。

自然観察会 とともに重要 なイベ ントは,啓 発活

動の一環 としての地元公民館,コ ミュニテ ィース

ペース,市 役所などでのパ ネル展示であろう。市

民生協ならコープが毎年開催するイベ ン ト 「アー

スデー」 など環境関係のイベ ン トに も積極的に参

加 して きた。ため池 や ビオ トープに関す る講演

会,勉 強会なども何回かおこなっている。会員に

よる池周辺の気温調査や水質調査 もお こなわれて

い る。2006年8月 の4日 間に会員2名 で池 の中

と少 し離れた住宅地 とで毎時間気温 を計測 した結

果,池 の中のほうの気温が ひ くい とい う結果がで

た。また手づ くりのニュース レターとして 「あお

池だより」を3～4か 月に一回発行 し,会 員 など

に配布 して情報 の共有 をはか った。「あお池だ よ

り」 は2004年8月 の第1号 か ら2007年11月 の

第12号 まで発行 された。

蒼池だけでなく,ひ ろく地域(秋 篠地区)の 歴

史 をまなぼうという趣 旨で歴史の専 門家 も参加 し

た歴史散策イベ ン トも何回かおこなわれているこ

と も注 目に値 す る。2005年5月8日 にお こなわ

れた 「地域歴史散策 ため池め ぐり」イベ ン トに

おいては,約20名 が参加 し,蒼 池 を起点 に中山

町のや しゃか池や,押 熊 町の カゴ池,奥 山谷池,

山下池,二 の池など宅地化がすすむなかで も現存

す るため池 をめ ぐる約6キ ロのコース を散策 し

た4)。 同年11月 には,学 園前か ら長弓寺 までの

磐船(い わふね)街 道(通 称奈良街道)の 史跡 を

め ぐる歴史ツアーを実施 し,約20名 が参加 した。

また2007年 には,「 秋篠の里」 と題 した,地 域の

地理歴史についての情報 をもりこんだリー フレッ

トを作成 し,出 版 した。

(2)蒼 池 を美 しくす る会 をと りま く市民 ネ ッ ト

ワーク

蒼池を美 しくす る会の活動に関 して社会学的な

観点か ら興味ふかいのは,そ れが学園前周辺や奈

良市のほかの市民団体(と くに環境保護 にかかわ

る団体)と 相互に協力 しあいなが ら活動 を展 開し

て きた,と いうことである。表3で は,美 しくす

る会の活動の なかで他団体 との共催 としてお こ

なったイベ ン ト,も しくは共同でおこなった活動

の一部について星印をつけている。

なかで も特筆すべ きは,400mほ どしかはなれ

ていない菖蒲池(上 池 ・下池のふたつの池か らな

る)を め ぐってたちあげられた市民 団体 との関係

である。菖蒲池の周囲には近鉄が 「あやめ池遊園

地」 を運営 してい たが,2004年 に閉鎖 された。

蒼池 を美 し くす る会が 活動 をは じめ た2003～
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表4:蒼 池 で確 認 された生 物(2004～2007年)

イネ科 綴 ㌔ 駕 呈畿 を辮 襟;謬 銘 業携 酒1認 嘉 写鷲 野

キク科 認 謬 鯨 ㌘ 潟 ご弐蕩 》煙 嬬 茅》哲 碁 セイタカアワダチソ邑

マ・科 τ与謬 窯1斐勤鷲 マ鵬 必 膨 ㍊ ・スズメノエンドウ・ナヨクサフジ籾・ヌスビトノ'ギ

タデ科 イシ ミカワ、ギ シギシ、 スイバ、 ナガバギ シギシ**、 ママ コノシ リヌグイ

アカバナ科 ア レチマ ツ ヨイグサ**、 オオマ ツヨイ グサ**、 コマ ツ ヨイグサ**

アヤ メ科 キシ ョウブ**、 シ ャガ、 ヒメ ヒオウギズ イセ ン**

シ ソ科 オ ドリコソウ、 トウバナ、 ヒメオ ドリコソウ**

セ リ科 オヤブ ジラ ミ、セ リ、ヤ ブジラ ミ

ガマ科 ガマ、 ヒメガマ

カヤツ リグサ科 アゼナ ルコスゲ、 ゴ ウソ

ゴマ ノバ グサ科 オオイ ヌノ フグリ**、 タチイヌ ノフグ リ**

ッユ クサ科 ツユ クサ 、 トキ ワッユ クサ**

草本類 ナデ シコ科 ウシハ コベ、 コハ コベ

ムラサ キ科 キュ ウリグサ、ハ ナイバ ナ

ヤマ ゴボウ科 ヨウ シュヤマ ゴボウ**、 ヤマ ゴボウ

ァカネ科 ヤエム グラ

アブ ラナ科 タネ ツケバ ナ

イグサ科 イグサ

ウ リ科 ア レチ ウ リ**

カ タバ ミ科 カ タバ ミ

植 条講 会書鴇 マン
物 フウロソウ科 アメ リカフウ ロ**

ベ ンケイ ソウ科 コモチマ ンネ ングサ

ユ リ科 カ ンゾゥ*

ラ ン科 ネジバ ナ

トクサ科 スギナ

ワラビ科 ワラ ビ

モ クセ イ科 トウネズ ミモチ、 ネズ ミモ チ、 イボタ ノキ

ウルシ科 ヌルデ、 ヤマ ウル シ

トウダ イグサ科 アカメ ガシワ、 ナ ンキ ンハ ゼ

バ ラ科 ノイバ ラ、ユキヤ ナギ

ヤ ナギ科 アカ メヤナギ、 タチヤナ ギ

ユキ ノシ タ科 アジサ イ、ウ ノハ ナ

木本類 カキ ノキ科 カキ

クス ノキ科 クス ノキ

セ ンダン科 セ ンダン

ニ ガキ科 ニワ ウルシ**

ニ レ科 エノキ

ヒノキ科 カイ ヅカイブキ

マ メ科 ニセア カシァ**

マメ科 クズ、 フジ

ァサ科 カナム グラ

つ る植物 ス イカズ ラ科 スイカ ズラ

ッ ヅラフジ科 アオ ツヅラフジ

ブ ドウ科 ヤブガ ラシ、 ノブ ドウ

スズ・目 頭 好) 、勢 鳩 魏 罫1∴ 第 ご魏 カラ・ジョウビタキ・スズメ・セキレイ・

鳥綱 コウノ トリ目 アオサ ギ
ペ リカ ン目 カワ ウ

ハ ト目 キジバ ト

哺乳綱 コウモ リ目 コウモ リ*

チ ・ウ 目 綴 ζ変 ク゜アゲハ ・ ゴマ ダラチ ョウ・ ジャノメチ ョウ・ベニ シジ ミ・ ムラサキ シジ ミ・

バ ッタ 目 エ ンマ コオロギ、 オ ンブバ ッタ、 ク ビキ リギス、 シ ョウ リョウバ ッタ

動 トンボ 目 コシア キ トンボ、 シオ カラ トンボ、 チ ョウ トンボ、バ グ ロ トンボ、ヤ ゴ類*

物 昆虫綱 コウチ ュ ウ目 アオハ ナムグ リ、 カ ミキ リモ ドキ*、 コクワガタ

カメム シ目 アカ シマ サシ ガメ、ツマ グロ ヨコバ イ、 ミズ ムシ*、 ブチ ヒゲ(ヒ メ)ヘ リカメムシ、マ ツア ワフキ

ハチ 目 アシナ ガバ チ、 ドバ チ*

カマキ リ目 オオ カマ キ リ

ア ミメカゲロ ウ目 クサカ ゲロウ

軟 甲綱 ワ ラジムシ 目 オカ ダンゴム シ、 ワラ ジムシ

ヤスデ綱 オ ビヤ スデ 目 キシ ャヤスデ、 タ ンバ アカヤスデ

クモ綱 クモ 目 コガネ グモ、ジ ョロウ グモ

腹足綱 有肺 目 クチベ ニマイマ イ、 ヒメモ ノア ラガイ

唇脚綱 オ オムカデ 目 トビズ ムカデ

出典:「 蒼池 を美 し くす る会」 の資料 をも とに筆者作 成。

注:*科 名 、属名 も しくは通称 で、種 の特定が されてい ない もの。
**明 治期 以降 に日本 に帰化 した外来種 とされてい る もの

。
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2004年 ころは,こ のあや め池遊園地の跡 地利用

問題が浮上 した年で もあった。おな じ都市計画道

路(平 城学園前線)が 蒼池 と菖蒲池(下 池)を と

おる予定 になっていることもあ り,ま た距離がち

かいため生物の生息空間 としても両池を一体 とし

て保全す るのが当然であろうとのかんが えか ら,

蒼池を美 しくす る会 と菖蒲池関連の二つの団体,

すなわち地元住民でつ くる 「あやめ池遊園地跡地

利用問題対策委員会」 と 「あやめ池の 自然 と歴史

をいかす会」 は,当 初か ら協力関係 にあった。表

3に あるように,2004年3月 には,こ の三つの団

体 で奈良市お よび近鉄へ の共同ア ピール をお こ

なっている。 また2004年ll月 には 「いかす会」

と 「美 しくす る会」で菖蒲池 ・蒼池一体の保全を

求める要望書 などを奈良市 に提出 している。

「あやめ池 の 自然 と歴史 をいかす会 」の代 表1

氏は,蒼 池を美 しくす る会の副代表 もつ とめてい

た人物で,ま た 「あやめ池遊園地跡地利用問題対

策委員会」 の代表N氏 も蒼池 を美 しくする会 の

メンバーとなった。表3に あるように,美 しくす

る会は,蒼 池 と菖蒲池の両方を観察する会を開催

した り(2004年9月),公 共スペースな どをか り

ておこなっていた展示会でも蒼池 と菖蒲池の両者

をと りあげるな ど して きた(2005年1月,2006

年1月,2007年1月)5)。 前 述 の2005年5月8

日の 「ため池め ぐり ・歴史散策 イベ ン ト」 も蒼池

を美 しくする会が主催で,あ やめ池の 自然 と歴史

をいかす会,未 来な ら市民ネ ッ トワーク(後 述)

との共 催 となっ てい る。 また 「いか す会 」 は

2007年2月2日 に菖蒲池(下 池)の 南半分 を う

めたて市道を建設する計画 について,市 長に対 し

て反対の署名を提出 した6)。 こうした署名活動に

も 「蒼池」の方のメンバーが関わっていた。

蒼池を美 しくす る会 はまた,近 隣にある既存の

「秋篠川源流 を愛 し育てる会」 とも密接 な関係 を

もっていた。 これは大渕池下流の秋篠川の土手に

1998年 ころか ら桜 の植樹 をす る,と い う活動 を

お こなって きた団体であ る。 それぞれの桜 には

「桜里親」 をつ くり,世 話 をしている。 このほか

月一回の川 の清掃,燈 火夜桜 祭 り(4月),親 子

で川 あそび大会(川 の生物 ・水質 しらべ),桜 里

親のつ どい,な どを開催 して きた7)。 両方 のグ

ループには共通のメンバーがお り,お たがいの会

合やイベ ン トに関する情報が共有 されていた。

2005年6月4日 には,「 蒼池 を美 し くす る会」

お よび,あ やめ池遊 園地跡 地利用 問題対 策委 員

会,あ やめ池の 自然 と歴史をいかす会,秋 篠川源

流 を愛 し育てる会の4市 民団体が合 同で 「身近な

水環境 を調べ よう」全国一斉調査 に従事 してい

る。これは国土交通省,河 川環境管理財団が連携

して もうけた全国水環境マップ実行委員会のよび

かけに応 じた ものである。共同調査では,菖 蒲池

上池,秋 篠川,朝 日川,大 渕池,蛙 股池,蒼 池な

どの7か 所 で 気温,水 温CODな どを測 定 し

た8)。

並行 してすすめられて きた活動 として もうひと

つ興 味ふかいのは,環 境 問題(ゴ ミ問題 原発

森林保全,た め池保全 など)に 関心のある市民に

よって設立 された 「未来 なら市民ネ ッ トワー ク」

の活動であ る。 その共 同代表 をつ とめていたの

は,蒼 池 を美 し くす る会 の代表 を していた筆者

(濱)と,同 会副代 表の1氏 らである。 同ネ ッ ト

ワークは,蒼 池の会が活動 をは じめた2003年 に,

奈良県知事選の候補者3名 に対 して県政のあるべ

き方向性(財 政,公 共工事,自 然保護 教育,福

祉など)に ついてアンケー トをお こない,公 表 し

た。翌2004年8月 には,同 年 おこなわれた奈 良

市長選 に際 し,3名 の立候補者 に対 して公 開アン

ケー トをおこなった。アンケー トの内容 は,大 半

が市の環境政策にかかわる もので,な かで もあや

め池遊園地跡地,蒼 池,な らびに学園前の南方に

位置する赤膚山国有林の利用方法について質問 し

てい ることが注 目され る。未 来な ら市民 ネ ッ ト

ワークは,2005年7月 の市長選 で も同様 のア ン

ケー トを候補者に対 しておこない,市 民が投票す

る際の判断材料 として(エ コねっと奈良,奈 良地

球村 などのほかの環境保護団体 と協力 して)イ ン

ターネッ ト上などで公開 した9)。 その時 にはアン

ケー トだけでなく,実 際に2人 の市長候補 をまね

いて,政 策を論議 して もらう市政勉強会 をも主催

したlo)。

こう して蒼池 を美 しくする会 のメ ンバ ーたち

は,た め池の問題のみならず,も っとひろい見地

か ら奈良市政へ も積極的に関与 しようとして きた

のである。次に,蒼 池 を美 しくする会が,会 とし

て奈良市 にどうかかわってきたか を検討 したい。

(3)市 政へのはたらきかけ

すでに断片的にふれて きたように,蒼 池 を美 し

くす る会 は蒼池の管理者たる奈良市 に対 して積極
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的に蒼池の保存 をはたらきかけて きた。表3に あ

るように,歴 代 の奈 良市長 とは何度 も直接会見

し,蒼 池 をうめたてることなく自然公園としての

こす よう再三 にわたって要請 して きた。

まず奈良市議会 において当時の大川市長が 「蒼

池を売却 したい」 との意向を表明 した とい う情報

をえた会員 たちは,2004年3月 に市長に面会 し,

蒼池 を(売 却せず に)ビ オ トープとして再生する

ようもとめる要望書を提出 した。 さらに同年7月

に大川市長にあてて提出 した要望書では,蒼 池を

ビオ トープとして再生するとりくみを奈良市のま

ちづ くり総合計画のなかで位置づけるよう要請 し

た うえで,以 下のような4項 目の具体的提案 をお

こなっている11)。

(1)蒼 池 をは じめとす るビオ トープの再生に 奈

良市が担当課 もしくは担当係 などを設置 した う

えで とりくむこと。

(2)そ のうえで(蒼 池の防災公園 としての整備を

要望 している)自 治会代表 と,蒼 池を美 しくす

る会,奈 良市所管課 との協議の場 をもうけるこ

と。

(3)住 民,専 門家 をふ くめた蒼池再生にかかわる

実行委員会 を常設 し,そ の意見をふまえて奈良

市が事業化すること。

(4)(蒼 池だけでな く)一 般にビオ トープを促進

す る条例 とマニュアルを策定 し,全 市的にビオ

トープのネッ トワークづ くりをすすめること。

2004年11月 には同年の選挙で当選 したばか り

の鍵田新市長 に対 して 「蒼池を美 しくす る会」 と

「あやめ池の自然 と歴史 をいかす会」 とが共同で,

あやめ池 ・蒼池一体の保全 を求める要望書を提出

する。前述のように後者のグループの代表は前者

の副代表で もあった。その内容 は菖蒲池上池 ・下

池 と400メ ー トル しかはなれていない蒼池を一体

として保全す るため,市 民や専 門家が参加す る協

議会 を設置 して具体的に保全にとりくむよう要請

するものであった12)。

その翌年,2005年8月 に藤原 昭市長 に直接提

出 した要望書では,(前 年 に要望 した)上 記4項

目は,1999年 に施行 された奈良市環境基本条例

にもとつ く環境基本計画に合致 しているので,こ

れにもとついて蒼池の保全 を実行にうつす ように

要請 してい る13)。なお この と きには 「あやめ池

遊園地跡地利用問題対策委員会」の代表 とあやめ

池地区自治連合会会長 も市長に会見 し,遊 園地跡

地に市民のいこいの場 ・環境学習の場 として自然

公園を整備 し,ま た菖蒲池周辺の生物に関する調

査をお こなうとともにその保護 をはかるよう要望

した。 この時市長 は,市 内にあるため池 などを保

全する 「緑のネッ トワーク」 をつ くるとい う方向

で対応 したい,と 前 む きな姿勢 をみせ た14)。蒼

池を美 しくする会 は9月 にはいると,上 記要望書

を全市会議員 に配布 した。

藤原市長時代の2006年 に,「 市民企画事業」 と

い う ものが は じまった。 これは市民 か ら提 案の

あった企画のなかか ら市がえらんで事業化するも

のである。 ここに応募するよううなが された 「蒼

池 を美 し くす る会」 は,3年 間で1,500万 円の事

業費をかけて蒼池 をかこむフェンスの交換,草 刈

りな どの保全事業,水 質改善事業,休 憩所整備な

どをお こなうというプランを提 出するが,採 択 さ

れなかった15)。翌2007年,事 業規模 と予算 をか

なり縮小 して(単 年度100万 円てい ど)ふ たたび

応募 したところ,採 択 された。事業提案 内容は,

湿原保全のためあさい池(水 辺)を つ くる,ベ ン

チを設置する,自 然に した しむ会を開催する,水

質浄化 をすすめる,池 の歴史 と自然がわかるよう

な看板 を設置するなどであった。 しか し,こ の企

画事業に採択 された ことが,結 果的に次にみるよ

うに会の分裂の きっかけをつ くることとなった。

(4)会 の分裂

上記 のように,「 美 しくする会」は市民企画事

業に応募 して待望の蒼池整備事業化(2008年 度)

にまで こぎつけた。会では事業化をうけて,奈 良

市,蒼 池 を美 しくする会,そ れか ら地元鶴舞地区

に属す る16の 自治会や老人会 など地縁 団体な ど

の関係者が一同に会 し,蒼 池に関 してはなしあ う

場 としての 「蒼池 ビオ トープ協議会(仮 称)」 の

設立 を構想 しようとしていた。

しか し,こ の ころから会のメンバー内で意見の

対立がみられるようになって きた。意見が対立 し

た点のひとつは,蒼 池で5月 ころうつ くしい花 を

さかせるキシ ョウブについてである。代表である

筆者(濱)は 外来種ではあるが景観的にうつ くし

い(ま た水 質浄化の機能 ももつ)キ ショウブをま

もるべ しとい う立場 であったが16),一 部のメ ン

バー は外来種 は排 除すべ しとゆず らず,対 立 し
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た。

それ らの一部 メンバー はまた,本 格 的な ビオ

トープ型公園をつ くろうとかんがえている人々で

もあった。かれ らは当初予定の低額予算のプラン

(年間100万 円てい ど)を,億 単位 の費用がかか

るような高額 なプランに変更 して奈良市 に提示 し

ようとした。そのこともあって代表(会 長)の 筆

者(濱)と 対立 し,結 局筆者(濱)は 不透明なて

つづ きによって除名 されることにな り(2008年3

月),筆 者 に同調 す るおお くの会 員が脱会 した。

その結果、蒼池を美 しくす る会 は外来種 を排除 し

本格 的な公園 をつ くる ことを構想 する一部 メ ン

バーによって占有 された形 になった。 こうして事

実上 「蒼池を美 しくす る会」は消滅 して しまった

にもかかわ らず,残 留 したメンバーはこの団体名

を しば ら く使 用 しつづ けたの ち,「 蒼池 ・ビオ

トープ市民の会」 と名称を変更 して現在 にいたっ

ている。採用 された市民企画事業は,市 が事業の

条件 として提示 した 「周辺住民の理解」がえられ

なかったため,結 局実現す ることはなかった。

その後筆者(濱)は 「歴史 と自然 をいつ くしむ

会」 という別の団体をつ くり,奈 良の歴史 と自然

に関す る勉 強会 な どをか さねてい る。2010年9

月には,仲 川げん ・奈良市長に対 して 「蒼池の歴

史解明についての要望書」 と題する蒼池の調査 と

保全 を もとめる文書 を,「歴 史 と自然をいつ くし

む会」ならびに 「蒼池 を美 しくする会 有志」の

名前の もとに提 出 した。「いつ くしむ会」 は2012

年7月 にも仲川市長へ同様の要望書 を提出 してい

る。濱は現在 に至 るまで不定期 に蒼池の観察会を

開催 している。

5.結 論:会 の活動 を通 してみ えてきたこと

ここまで,蒼 池 を美 しくする会の活動 と事実上

解散 にいたるまでの経緯をた どってきた。ここで

もう一度内田の分類 した 「ため池 の機 能」 に も

どってかんが えてみると,会 の活動が とくに(内

田のいう)「 親水機 能」 に重 点をおいていた こと

はあきらかである。水質浄化,気 候緩和,生 態系

保 全 などの 自然 環境保全機 能に ももちろん注 目

し,こ とあるごとに強調 されていたが,活 動のい

ちばんの原動力 となって きたのは,歴 史ある文化

遺産 を地元コ ミュニティの手でまもらなければな

らない,と いう信念 であった ようにお もわれ る。

そのコミュニテ ィ形成のために,池 の清掃や自然

観察会や展示会な どの地道な活 動 を熱心 にお こ

なって きたのである。

しか しそ うしたとりくみは,次 のみっつの壁に

直面す ることになった。ひ とつは行 政の壁 であ

る。すでにふれたように会 は奈良市 に対 して蒼池

の保全に関 して再三はた らきかけて きたが,そ の

反応 はつねににぶい ものであった。市長への直訴

は別 と して,主 として相 談の対象 としていたの

は,(そ れが市 の財産 である ことか ら)管 財 課,

公園緑地課,都 市計画課などであった。 しか し管

財課 は市の財産の事務的な管理 をす るセクシ ョン

であるし,公 園緑地課 は正式な 「公園」 として位

置づ けられたところを管理する部署であ り,都 市

計画課は道路 を中心 とするインフラ整備の しごと

を中心 に しているため,「 行 政 と市民が協議 しつ

つ管理するビオ トープ」のような構想 を正面か ら

とりあげて くれるような部署は存在 しなかったと

い える。そ もそ も蒼池が(開 発すべ き対象 では

あって も)自 然保護の対象 としてはとらえられて

いなかったふ しがある。

ふたつ目は,会 の内部にで きた壁である。前述

の ように結果 と して会 は,市 民企画事業化 が き

まったとたんに,多 額の資金を投入 した本格的な

公園づ くりを指向する若干名の人々に占有 されて

しまうこととなった。またかれ らは一部会員の反

対に もかかわらず キシ ョウブの駆除をおこなお う

とした。キシ ョウブ駆除 とい うのは,内 田の分類

でいえば 「自然環境保全」機能をすべてにおいて

優先する,と い うことである。 しか し 「親水」 と

い う立場か らみると,た とえ外来種であって もみ

た 目にうつ くしいものは保全 しよう,と い うかん

が えもな りたつ。結果 的に会 を占有 した人 々は,

「立派な公園 としての整備」 と 「生態系保全」 と

い うふたつのことを優先す るあまり,時 間 をかけ

て地元の理解 をひろげてい く(コ ミュニテ ィ形

成,愛 着形成)と い う方向性を とざして しまった

といえる。

みっつ目の壁は,地 元住民の壁である。蒼池 を

美 しくする会のメンバーにはおお くの地元の住民

がふ くまれていたとはいえ,地 域ぜ んたいの人口

か らすると少数派 にす ぎない。地元住民 を代表す

る組織 として自治会が存在するが,残 念 なが ら一

部の 自治会の役員 は,会 の運営 に協力 的ではな

か った。 また阪神淡路大震災後の1997年 に,自
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治会長の連名で蒼池を埋 めたて(一 時避難場所 と

しての)防 災公園にしてほ しいと奈良市 に要望 し

た経緯があ り,そ の当時のプランにこだわる人 も

いた。一般に自治会 も住民 も地域の環境問題 には

関心 をしめ さない し,ま た池の清掃 など面倒 なこ

とはや りたが らない。 また奈良市側 は(地 域のこ

とに関 しては)「 自治会の意見 を尊重 する」 とい

う建前である。

大阪府羽曳野市の都市化地域のため池新構想を

検討 した池上(1996)は,農 家世帯 を中心 とした

「市民 コモ ンズ」 としてのため池の管理体制 をか

んが えている。 しか し蒼池の保全活動に地元農家

は一切かかわっていないので,旧 来の農村 コミュ

ニティにた よることはそ もそ もで きない。 しか し

何 らかの意味での地元住民のつ なが り(コ ミュニ

テ ィ)が なければ,住 民の自主的な管理 を構想す

ることは不可能だろう。住民の自治的管理 とい う

のは,一 足 とびに形成 されるものではない。た と

え迂遠 なようにみ えて も,「美 しくする会」がか

つて提案 したような,行 政,地 元 自治会やほかの

市民団体がため池管理 という共通の課題 について

はな しあう場 としての 「協議会」を,蒼 池の所有

者である市が イニシアテ ィブをとって設定す ると

ころか らは じめる しかないであろう。

蒼池の事例 を検討 してわかった ことは,あ た り

まえのことだが,池 はつかわなければゴ ミすて場

と化す し,(ど んな方法であれ)つ かえばそれな

りにきれいになってい く,と いうことである。そ

の意味では,い まの ように池 を単に放置 してお く

のではな く,住 民が 自由な発想で何かイベ ン トな

どをおこなうときにはいつで も池を開放する(あ

るいはそ うした利用 を積極的に推進する),と い

うような姿勢 も必要であろう。 コミュニテ ィ形成

は,蒼 池 を美 しくする会がこころみた ような地道

な草の根の活動を長年つづ けることによって しか

決 して達成 されえないか らである。

付記

2012年 よ り,筆 者 らとの協力の もとに,近 畿

大学農学部環境管理学科の複数の研究室 による蒼

池の生態系や水 質についての合 同学術調査がすす

め られている。今後,こ うした調査結果 にもとづ

き,蒼 池の将来的な利用の しかたについて提言が

な される予定である。
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注

1)奈 良県ため池台帳による。

2)奈 良新 聞記事(2003年9月23日)お よび朝

日新聞記事(2004年6月21日)に よる。

3)奈 良 新 聞 記 事(2004年7月24日)お よび

「蒼 池 を美 し くす る会 ・臨 時 総 会 議 事 録

(2008年1月19日)」 による。

4)奈 良新聞(2005年5月11日)記 事。

5)2005年1月 の ものに関 しては,蒼 池 を美 しく

す る会が主催,あ やめ池の 自然 と歴 史をいか

す会が共催 となっている。奈良新聞,2005年

1月10日 記事。

6)朝 日新聞記事(2007年2月3日)。

7)「 あお池 だよ り」第3号(2005年)記 事 に よ

る。

8)奈 良日日新聞(2005年5月30日)な ど記事。

9)未 来なら市民ネ ットワーク 「2004年 奈良市長

選立候補予定者への公 開ア ンケー ト(2004年

8月10日)」 な ど資料による。

10)朝 日新聞2005年7月16日 記事。

11)蒼 池 を美 しくす る会 「環境 基本計 画 にある

「ため池 と多様 な動植物の保全」の具体 的推
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進 を求 め る要 望 』(2005年8月31日,藤 原

昭 ・奈良市長 に提出)。

12)奈 良新 聞2004年11月17日 記 事,奈 良 日 日

新聞2004年11月18日 記事。

13)同 上要望書。

14)奈 良日日新聞2005年9月5日 記事。

15)市 民企画事業応募書類 による。

16)キ シ ョウブの窒素 ・リン酸な どの浄化能力に

関 しては,日 本農学会編(2008)を 参照。


